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0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
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林
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－一り
l
ザ
ベ
ッ
ト
・
ト
ッ
ト
女
史
は
、
ド
イ
ツ
労
働
運
動
の
発
生
史
に
た
い
す
る
従
来
の
通
説
を
述
べ
た
あ
と
で
、
三
つ
の
批
判
点
を
か
か

げ
て
い
る
。

一、
一
八
五

0
年
代
に
お
け
る
ド
イ
ツ
労
働
階
級
（
丘
O

母
σo
－ZH
E
o
E
m
g
o）
の
活
動
に
た
い
す
る
従
来
の
判
断
は
、
正
当
で
あ
る

か
二
、
ド
イ
ツ
労
働
運
動
が
一
八
六

0
年
代
の
政
党
お
よ
び
諸
労
働
組
合
注
目
。
の
O
者
耳
目
白
岳
民

Z
S円
ぴ
似
国
色
。
）
か
ら
始
ま
る
と
す
る
想
定

は
、
承
認
さ
れ
う
る
か
。

三
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
独
立
し
た
政
党
が
労
働
階
級
の
労
働
組
合
的
活
動
よ
り
も
先
行
す
る
と
い
う
見
解
（
島
町
宮
色
ロ
ロ
ロ
関
与
器
国
首

ロ
2
g
n
v
E包
品
目
。
回

0
5
2
E
E
m
o
u
o宮
山

由

n
F
0
2
2
0山
内
同

R
m
o
d『

R
E
n町
民
邑
n
v
g
w
o
g巴
m
g闘
。

R
R
E
F
S音回

関

E
g
o
s吋
釦
口
同

mov昨
）
は
、
支
持
さ
れ
う
る
か
。

（
穿
点
は
小
林
）

こ
う
し
た
批
判
点
を
か
か
げ
る
理
論
的
根
拠
と
し
て
、
彼
女
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
｜
｜
お
よ
そ
社
会
的
運
動
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
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（
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一六

の
発
展
過
程
で
あ
る
。
そ
の
過
程
の
経
過
と
リ
ズ
ム
は
、
そ
の
過
程
を
制
約
す
る
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
諸
要
因
に
起
原
を
求
め
う
る
。
物
質

的
基
礎
の
歴
史
的
諸
時
期
（
岳
0
m
g
n
z
n
r
g
n
v
o回
目
w門
戸
。
宕
ロ
）
と
階
級
運
動
の
発
展
局
面
（
E
O
H
Wロ
件
当
片
付
古
同
M

州印刷
v
r
g
g）
と
の
あ
い

だ
に
は
、
或
る
範
囲
内
で
、
直
接
的
相
関
関
係

S
S
E
B
w
g
同
O
R
O
F片山
OMM）
が
存
在
す
る
。

そ
も
そ
も
労
働
階
級
の
闘
争
は
、
そ
の
階

級
の
存
在
と
と
も
に
、
す
な
わ
ち
産
業
資
本
主
義
の
発
生
と
と
も
に
始
ま
る
。

（ロ
O円
閃

mgHU仲岳山吋

mH・σ
a
g同
色
。
口
開
E
m
m
o
σ
o
m－自己い

自問
H
F
H
O吋
回
一
江
20HHNU
仏・げ－

g
U
円山
O
B
何回
z
g
v
oロ
円
安
協
同
包
ロ
印
可
－
o
H
8
1
z－2
5
5・
）
労
働
運
動
の
諸
形
式
、
お
よ
び
経
済
闘

争
芯
ら
び
に
政
治
闘
争
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
形
式
の
表
現
（
E
o
p肖
5
0口
弘
司
〉
『
σ
a
g号
。
当
omgHMmg丘
g
g
の
g
g
H
H
C出向山口同

中
4

、

場
町
立
の
伊
良
己
目
。
yoロ
己
目
。
宮
》
ロ
江
田
の
宮
内
皆
同

E
口同法）

資
本
主
義
的
経
済
の
量
的
お
よ
び
質
的
展
開
と
と
も
に
発
展
し
、
変
佑
し
、
完

成
す
る
。
し
た
が
っ
て
労
働
運
動
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
局
面
は
、
産
業
資
本
主
義
の
諸
時
期
に
対
応
し
て
、
あ
ら
ま
し
区
画
会
g
m
g
g
o
H
H

Nロ
mmw民
知

σぬ
H10ロ
NOロ
）
さ
る
べ
司
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、

ド
イ
ツ
産
業
資
本
主
義
の
早
期
（
丘

o
F
5
3
ュa
o）
は
、

お
よ
そ
一
八
六

O
年
ま
で
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
早
期
に
、
そ
れ
自
体
ま
と
ま
っ
た
労
働
組
合
官
官
官

a
s
m
a
n
y－8
8昌
司
の
04司
母
附
宮
町
田
洋
電

O
T

σ問
団
門
凶
）
、
あ
る
い
は
労
働
者
注
目
。
当
0
4
w
z
z
m
o
g
の
政
党
と
い
う
も
の
を
期
待
す
る
の
は
、
論
理
的
に
も
歴
史
的
に
も
正
し
く
な
い
で
あ

と
り
わ
け
そ
の
最
も
進
歩
的
な
部
分
た
る
産
業
家
（
E
O

宮内同同協同吋目。ロ
oロ
）
が
政
治
的
権
力
を
奪
い
と
り
、
自
分
た
ち
の
要
求
ど
お
り
に
国
家
を
改
造
し
て
し
ま
わ
な
い
う
ち
は
、
労
働
者
階
級
（
念
。

ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

「
ブ
ル
ツ
ヨ
ワ

D
l
の
さ
ま
ざ
ま
の
部
分
の
す
べ
て
が
、

kF同

1
v
a
Z同一
E図
的
曲
。
）

の
運
動
は
決
し
て
独
立
的
で
な
く
、
ま
た
専
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
な
性
格
だ
け
の
も
の
で
も
な
い
」
（
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ

ル
ス
「
革
命
と
反
革
命
」
）

か
ら
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
経
済
的
に
は
必
然
か
っ
自
動
的
に
階
級
と
し
て
発
展
し
、
確

立
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
階
級
と
し
て
お
こ
な
う
闘
争
に
は
、
意
識
的
か
っ
明
瞭
な
、
そ
し
て
目
的
の
定
ま
っ
た
指
導
を
必
要
と
す
る
。
労

の
活
動
に
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
独
立
を
要
し
、
乙
の
独
立
は
意
識
的
に
獲
得
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
通

常
、
こ
う
し
た
労
働
者
党
の
活
動
に
は
、
自
然
発
生
的
な
労
働
組
合
的
活
動
に
満
ち
た
一
時
代
（
o
z
o
N
a円・
40己
由
吉
国
官
房
w円
宮
司
O長
l

働
者
党
（
O
Z
O
K
F円
v
a
g
H
W
2宮山）



師向

HHMMWB一ロ
nyo吋回。件以昨日
mCMMm）

（
穿
点
は
小
林
）
が
先
行
す
る
。
労
働
者
階
級
の
歴
史
的
課
題
へ
の
洞
察
と
、
そ
れ
を
実
行
し
よ
う
と
す
る

意
志
と
の
た
め
に
は
、

「
労
働
階
級
の
、
或
る
点
ま
で
発
展
し
た
先
行
組
織

（

o
g
o
E白

N
g
o山口
o
g
∞O当

日
目
白

g

司ロロ
E
O
O
E
d－－

nwo
－g
官
。
尋
問
。

5
。
円
何
回
邑
g
z
g
含
『
巧
O
H
W
E
m
Q
E印
）
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
組
織
は
、
そ
の
階
級
の
お
こ
な
う
経
済
闘
争
そ
の

も
の
か
ら
発
生
す
る
。
」

（
一
八
七
一
年
一
一
月
二
三
日
ボ
ル
テ
（
回
己

Z
）
宛
の
マ
ル
ク
ス
書
簡
）
し
た
が
っ
て
、

一
八
六

0
年
代
以
前
に
立

証
で
き
る
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
行
動
（
丘
o
E
Z
B
g
o
H
H
4
0
2円
。
宮
口
mo国
営
吋
君
。
島
区
民
m
g）
や
彼
ら
が
お
こ
な
っ
た
資
本
と

の
対
決
は
、
互
い
に
関
連
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
ま
た
後
の
政
党
や
諸
労
働
組
合

ヨ
リ
成
熟
し
た
運
動
は
、
「
先
行
諸
組
織
一
の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

（E
O
の
04司
Oユ
自
の
甘
え

ZJ10円
σ
H
H色
。
）
と
つ
な
が
っ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。

（り目。『
O
氏。吋
O

図
。
唱
。
関
口
出
向

E
C
m
m
m
g
f
b
s
t
o
g由
。
Hl尚一忠岡山田凶昨日
OHM臼
E
2
3
2
0同
）
い
い
か
え
る
と
、
ヨ
リ
成
熟
し
た
運
動
は
、
産
業
資
本
主
義
の
開
発
期
（
己
目
。

に
お
け
る
自
然
発
生
的
な
労
働
組
合
的
活
動
（
努
点
は
小
林
）
か
ら
出
て
く
る
で
あ
ろ
う

i
！
と
ト
ッ
ト
は

同M
O

ユo品
。
色
。
円
切
口
同
一
『
回
目
同
ロ
ロ
ぬ
）

論
ず
る
。
門
卒
中

乙
乙
に
ト
ッ
ト
が
「
労
働
階
級
の
闘
争
は
、

そ
の
階
級
の
存
在
と
と
も
に
、
す
な
わ
ち
産
業
資
本
主
義
の
発
生
と
と
も
に
始
ま
る
一
と
書
い

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
あ
ろ
う
。
労
働
階
級
は
果
た
し
て
産
業
資
本
主
義
の
発
生
を
ま
た
な
け
れ
ば
存
在
し
な
い
の
か
。
ト
ッ
ト

に
よ
れ
ば
ド
イ
ツ
産
業
資
本
主
義
の
早
期
す
な
わ
ち
第
一
期
は
一
八

O
七
年
か
ら
始
ま
る
乙
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
ド
イ
ツ
早

期
資
本
主
義
の
段
階
に
労
働
階
級
の
寄
在
を
認
め
え
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
、
も
湧
い
て
く
る
。
し
か
し
、

乙
れ
は
本
稿
の
主
題
の
外
に
あ
る
の

で
、
立
ち
い
ら
な
い
。
ト
ッ
ト
は
右
に
見
て
き
た
よ
う
な
理
論
に
立
っ
て
、
従
来
の
初
期
ド
イ
ツ
労
働
運
動
史
の
研
究
を
再
検
討
す
る
。
彼
女

に
よ
れ
ば
、
総
じ
て
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
ド
イ
ツ
経
済
の
動
き
と
関
連
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
を
怠
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
ド
イ
ツ
産
業
資

本
主
義
の
早
期
、
と
り
わ
け
一
八
五

0
年
代
に
お
け
る
労
働
者
お
よ
び
職
人
の
活
動
に
た
い
す
る
根
本
的
探
求
が
欠
け
て
い
る
。
反
動
陣
営
の

弾
圧
と
二
つ
の
大
戦
と
に
よ
っ
て
貴
重
な
史
料
が
数
多
く
失
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
残
さ
れ
た
史
料
を
で
き
る
だ
け
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）
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八
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ド
イ
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運
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「
鎮
静
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l¥ 

彼
女
は
従
来
の
通
説
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
た
実
証
的
研
究
を
か
え
り
み
る
に
先
だ
っ
て
、

ド
イ
ツ
産
業
資
本
主
義
の
早
期
を
彼
女

命が
とい
とか
もに
に把
始握
まし
りて

i• t 
A を
七 見
年ず
かよ
ら 5
6 注
4 な
九 ら
年官、
ま 1
で

トの
ツ

経持ト

遂に
ょ

群れ
~ lま

こも m

l乙白

雪崩
五は

二

八

O
七
年
か
ら
一
八
一
一
年
ま
で
に
産
業
革

（曲目。ハ
H
U目印刷叩
H
E
町旬。吋向。仏
O
U
σ
o
m
mロ
ロ
山
口

U
O
C
H
E
F
－mロ門戸
gMH
宏
司
吉
岡
吉
弘
円
Ho
－－OHH
問
0
4
0
E巴
Oロ
4
0同
居
可

E
m
H∞
ロ
ロ
ロ
色
。
民
営

g
自
由
神
仏
O円
当
日
円
官
。
町
民
Z
W
ユ8
4
8

H
∞
忠
広
ω

】

E
g・
）
と
さ
れ
る
。
原
文
の
前
後
関
係
か
ら
は
、
「
一
入

O
七
年
か
ら
一
八
一
一
年
ま
で
の
産
業
革
命
」
（
芳
点
は
小
林
）
と
い
う

一
応
二
人

O
七
年
か
ら
一
入
一
一
年
ま
で
に
」
と
読
ん
で
お
く
oh註
乏

よ
う
な
書
き
方
に
見
え
る
が
、
そ
れ
で
は
意
味
が
お
か
し
い
の
で
、

ト
ッ
ト
に
よ
る
と
1
1
1
フ
ラ
ン
ス
の
産
業
生
産
に
遠
く
及
ば
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
に
は
さ
ら
に
遥
か
に
立
ち
お
く
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
が
、

八
六

0
年
代
の
う
ち
に
フ
ラ
ン
ス
に
追
い
つ
き
、
イ
ギ
リ
ス
の
決
定
的
な
競
争
者
と
な
る
。

ζ
う
し
た
ド
イ
ツ
経
済
の
強
力
な
発
展
は
、
主
と

し
て
一
八
四

O
年
か
ら
一
八
五
九
年
ま
で
の
ニ

0
年
閣
の
出
来
事
で
あ
る
。

商
品
生
産
の
重
点
は
手
工
業
か
ら
工
場
工
業
お
よ
び
鉱
業
に
移
る
。
株
式
に
よ
る
生
産
企
業
が
始
ま
り
、
信
用
制
度
の
発
展
と
と
も
に
経
済
の

一
八
四

0
年
代
に
鉄
道
の
建
設
に
と
も
な
っ
て
交
通
が
発
達
し
、

蓄
積
過
程
を
促
進
す
る
。
幾
つ
か
の
大
銀
行
と
大
経
営
工
業
が
発
生
す
る
。

一
八
四

O
年
か
ら
一
八
四
人
年
ま
で
に
外
延
的
な
生
産
・
搾
取
万

法

2
5
0
M円宮口曲目
40ロ
可
円
。
仏
c
w
z
oロ白
I
Z
H
M円
四
〉
g
σ
o
Z
H
gロ
m
m
g
o
p
o色
。
ロ
）
の
適
用
が
い
ち
じ
る
し
く
現
わ
れ
、
新
し
い
労
働
手
段
が

既
存
の
も
の
に
加
わ
り
、
生
産
過
程
の
機
械
化
が
強
ま
り
、
雇
傭
者
数
は
増
加
し
、
労
働
時
聞
は
絶
え
ず
延
長
さ
れ
る
。
か
く
し
て
産
業
生
産

は
十
九
世
紀
の
初
頭
に
比
し
て
五
倍
あ
る
い
は
六
倍
と
な
る
。
資
本
主
義
の
外
延
的
発
展
は
、
ひ
と
り
鉱
業
・
繊
維
品
工
業
・
鉄
工
業
の
み
な

ら
ず
、
手
工
業
的
あ
る
い
は
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
的
に
生
産
し
て
い
る
部
門
、
た
と
え
ば
建
築
・
印
刷
・
フ
ェ
ル
ト
加
工
・
製
向
・
煙
草
加

工
な
ど
に
も
現
わ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
経
済
の
大
部
分
に
お
い
て
促
進
さ
れ
た
生
産
力
の
発
展
は
、

一
八
四
七
｜
｜
四
八
年

に
す
で
に
一
つ
の
基
本
的
危
機

（O
E
o
E国内宮
B
O
H
H
Z
Z
同
丘
曲
。
↑
）
に
お
ち
い
っ
た
。

す
な
わ
ち
生
産
関
係
に
よ
る
生
産
力
の
阻
害
で
あ

り
、
生
産
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
産
性
の
停
滞
を
見
る
こ
と

ιな
る
。
外
延
的
な
生
産
・
搾
取
万
法
の
適
用
は
、
し
だ
い
に
労
働
力
利
用



の
物
的
限
界
（

EOHMg扇
町

nro
の
B
S
O）
に
遥
し
、

一
労
働
時
間
あ
た
り
の
能
率
の
本
質
的
改
善
は
不
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
た
生
産
様

式
と
蛍
画
階
級
の
再
生
産
と
の
矛
盾
の
ほ
か
に
、
経
済
的
権
力
の
担
い
手
と
政
治
的
権
力
の
担
い
手
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
が
現
わ
れ
る
。
ブ
ル

ジ
ヨ
ワ
ジ

l
は
、
土
地
貴
族
が
支
配
権
を
握
っ
て
い
る
封
建
的
国
家
を
改
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
自
分
た
ち
の
状
態
を
改
善
し
よ
う
と
し
て

た
た
か
う
労
働
階
級
志
、
政
治
的
対
決
を
お
こ
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
労
働
者
は
、

自
分
た
ち
の
物
質
的
利
益
を
代
表
す
る
乙
と
を
拒
否
す
る

封
建
的
支
配
に
た
い
し
て
、
そ
の
支
配
の
ワ
ク
を
破
砕
し
よ
う
と
す
る
は
ず
で
あ
り
、
彼
ら
は
同
時
に
ま
た
、
資
本
に
お
い
て
自
分
た
ち
に
立

ち
む
か
う
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
ー
そ
の
も
の
と
も
対
立
す
る
。

一
八
四
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
革
命
が
勃
発
し
た
と
き
、
ド
イ
ツ
で
も
生
産
お
よ
び
流

通
に
お
け
る
資
本
主
義
の
も
と
に
、
革
命
運
動
へ
の
前
提
条
件
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。

乙
の
年
の
ド
イ
ツ
革
命
で
は
、
初
期
の
解
放
闘
争

お
よ
び
一
八
四
九
年
の
憲
法
運
動
に
お
い
て
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
と
蛍
働
者
に
は
共
通
の
目
標
が
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
経
済
的
政
治
的
統
一
と
民
主

的
基
本
権
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ほ
ん
と
う
に
決
定
的
な
反
旧
体
制
闘
争
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
い
わ
ん
や
、
社
会
の
民
主
化
と
い
う

点
に
お
い
て
永
続
的
な
成
果
は
、

一
段
と
お
ぼ
つ
か
な
い
志
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
失
敗
の
原
因
は
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
l
、
と
り
わ
け
ま
ず
第
一

に
は
大
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ

l
が
貴
族
と
の
長
期
に
わ
た
る
闘
争
を
回
避
し
、
政
治
的
な
力
関
係
の
決
定
的
変
佑
を
断
念
し
た
乙
と
に
ゐ
る
。
乙
う

し
た
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ

l
の
政
治
的
態
度
の
原
因
の
一
部
は
、
若
い
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
成
熟
度
に
あ
っ
た
ο

ド
イ
ツ
経
済
の
う
ち
で
、
ま
だ
大

き
な
部
分
が
資
本
・
賃
蛍
働
関
係
に
よ
っ
て
変
革
さ
れ
、
産
業
資
本
主
載
の
発
展
の
な
か
へ
引
き
こ
ま
れ
え
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
ブ
ル

こ
の
可
能
な
る
経
済
的
利
益
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
た
ち
の
階
級
お
よ
び
全
ド
イ
ツ
民
族
の
真
の
政
治
的
利
益
を
裏
切
っ

た
。
さ
ら
に
革
命
の
終
末
は
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ

1
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
あ
い
だ
の
階
級
対
立
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
。
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ

ジ
ヨ
ワ
ジ

1
は、

ー
は
政
治
的
権
利
を
労
働
者
と
分
け
も
つ
こ
と
、
あ
る
い
は
彼
ら
に
経
済
的
譲
歩
を
す
る
こ
と
ぞ
欲
し
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
ド
イ
ツ
産
業
資

本
主
義
の
一
般
的
な
発
展
状
態
が
、
革
命
的
諸
勢
力
の
勝
利
な
し
に
、
基
本
的
危
機
と
社
会
的
政
治
的
緊
張
と
の
一
時
的
克
服
を
許
容
し
た
わ

け
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ジ
冨
ワ
ジ

1
は
自
分
た
ち
の
階
級
の
政
治
的
敗
北
を
も
っ
て
資
本
主
義
の
い
っ
そ
う
の
発
展
を
導
入
し
、

一
八
四

一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

:IL 



一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

二
O

八
年
い
ら
い
、
反
動
陣
営
の
諸
勢
力
に
た
い
し
て
、
政
治
的
社
会
的
な
諸
運
動
を
ほ
し
い
ま
ま
に
抑
圧
さ
せ
た
。
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス

の
上
昇
的

F

フ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
！
と
は
逆
に
、
ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ヨ
ョ
ワ
ジ

l
は
時
代
の
政
治
的
要
請
に
対
処
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て

ド
イ
ツ
産
業
資
本
主
義
の
早
期
は
、

一
八
五

0
年
代
に
完
成
さ
れ
る
。
手
工
業
は
、
そ
の
諸
部
分
が
ま
す
ま
す
ひ
ろ
く
近
代
産
業
佑
の
過
程
に

ま
き
こ
ま
れ
る
か
、
あ
る
い
は
競
争
に
よ
っ
て
潰
滅
し
て
い
く
。
交
通
・
商
品
取
引
・
貨
幣
取
引
お
よ
び
産
業
に
お
い
て
、
経
営
の
新
設
お
よ

び
拡
大
が
強
化
さ
れ
る
。
生
産
の
集
中
お
よ
び
資
本
の
集
中
が
始
ま
る
。
経
済
の
拡
大
と
繁
栄
は
、
四

0
年
代
に
比
し
て
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト

以
上
の
産
業
生
産
増
加
に
現
わ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
が
資
本
主
義
的
経
済
社
会
へ
と
決
定
的
に
変
っ
て
い
く
こ
と
は
、
外
延
的
な
生
産
・
搾
取

方
法
を
経
済
の
い
っ
そ
う
ひ
ろ
い
諸
部
門
、
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
内
で
の
一
段
と
大
き
な
単
位
に
適
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
生
産

の
機
械
化
、
賃
労
働
者
の
雇
傭
数
、
労
働
時
聞
の
長
さ
と
い
う
点
で
は
、
四

0
年
代
と
五

0
年
代
と
の
あ
い
だ
に
、
た
だ
量
的
な
差
が
あ
る
だ

げ
で
あ
り
、
要
す
る
に
程
度
の
差
応
ほ
か
な
ら
ぬ
。

一
八
四

O
年
か
ら
一
八
五
九
年
に
い
た
る
早
期
産
業
資
本
主
義
の
決
定
的
段
階

（
色
白
白

8
2の
F
O山

内
凶

O
E
o
ω
Z品
目
己

g）

を
、
こ
の
よ
う
に
観
察
す
る
と
、

一
八
四
八
1
1
1
四
九
年
の
革
命
は
、
単
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

（

σ
－o田由

。

W
H
W
Z印

oaoah）
に
見
え
て
く
る
。

乙
の
革
命
の
結
果
と
し
て
、
生
産
・
搾
取
の
方
法
に
質
的
変
佑
が
生
じ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
し
か

し
、
ド
イ
ツ
を
第
一
流
の
産
業
強
国
に
ま
で
発
展
さ
せ
る
基
礎
が
つ
く
ら
れ
た
の
は
、
五

0
年
代
で
あ
る
。

一
八
五

O
年
に
は
ま
だ
マ
ル
ク
ス

お
よ
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
ド
イ
ツ
に
一
般
的
な
近
代
的
生
産
様
式
・
生
活
関
係
お
よ
び
理
念
が
欠
け
て
い
る
と
言
い
え
た
が
、

一
O
年
後
に
は

そ
う
は
言
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

一
八
五
七
年
の
恐
慌
を
見
て
も
よ
く
わ
か
る
。

乙
の
恐
慌
は
、
ド
イ
ツ
資
本
主
語
の
住
ん
だ

最
初
の
循
環
現
象
の
一
部
で
あ
る
。

一
八
四
七
年
の
危
機
は
、
ま
だ
イ
ギ
リ
ス
か
ら
持
ち
こ
ま
れ
た
’
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
凶
作
と

そ
れ
に
と
も
な
う
非
資
本
主
義
的
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
、

一
八
五
七
年
の
ド
イ
ツ
経
済
恐
慌
は
産
業
地
域
に
お
け
る

よ
り
も
農
業
地
域
に
お
い
て
影
響
が
少
な
か
っ
た
。
変
動
の
強
烈
さ
は
、

手
工
業
・
小
商
業
・
小
工
業
（
E
O官
官
君
。
号
。
）

へ
の
影
響
に
も

う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
営
業
は
、
五

0
年
代
に
お
け
る
ド
イ
ツ
経
済
の
繁
栄
の
思
恵
に
わ
ず
か
し
か
浴
し
て
い
な
い
し
、
む
し
ろ
、
し
ば



し
ば
経
済
の
近
代
産
業
化
と
集
中
運
動
と
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
恐
慌
は
、
部
分
的
に
は
大
資
本
の
利
益
と
な
る
よ
う
に

破
壊
作
用
を
及
ぼ
し
た
。
労
働
者
お
よ
び
職
人
に
た
い
す
る
影
響
も
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
甚
大
で
あ
っ
た
。
五

0
年
代
ま
で
は
、
労
働
予
備
軍
の

形
成
は
、
大
部
分
、

一
般
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
熟
練
労
働
者
の
遍
歴
に
よ
っ
て
、
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
八
五
七
年
の
恐
慌
お
よ

び
そ
れ
に
つ
ず
く
不
況
局
面
で
は
、
は
じ
め
て
失
業
と
い
う
も
の
が
表
面
に
現
わ
れ
、

こ
の
失
業
は
も
は
や
以
前
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
救
わ

れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
五

0
年
代
の
終
末
と
と
も
に
、

ド
イ
ツ
産
業
資
本
主
義
は
、
そ
の
最
初
の
発
展
期
の
限
界
に
決
定
的
に
到
達
す
る
。
そ

の
量
的
発
展
の
頂
点
に
つ
ず
い
て
お
こ
っ
た
の
が
一
八
五
七
年
の
恐
慌
で
あ
り
、
こ
の
恐
慌
か
ら
し
て
、
生
産
・
搾
取
万
法
の
質
的
に
新
ら
し

い
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
も
っ
第
二
期
が
、
徐
々
に
確
立
さ
れ
て
い
く
1
1
i
と
ト
ッ
ト
は
述
べ
て
い
る
。
ハ
註
3
u

ド
イ
ツ
産
業
資
本
主
義
の
第
一
期
に
つ
い
て
ト
ッ
ト
は
以
上
の
よ
う
な
概
観
を
与
え
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
の
個
々
の
点
に
つ
い
て
は
、
検

討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
八
四

0
年
代
に
果
た
し
て
商
品
生
産
の
重
点
が
手
工
業
か
ら
工
場
工
業
に
移
っ
た
と
言
い
切
れ
る
か

ど
う
か
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
八
四
八

l
l四
九
年
の
革
命
を
「
単
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
と
見
る
視
角
は
示
唆
に
富
む
が
、
こ
れ

こ
こ
で
は
そ
う
し
た
問
題
に
立
入
ら
ず
、
さ
ら
に
ト
ッ
ト
が
一
八
四

O
年
か
ら
一

に
つ
い
て
も
他
の
視
角
か
ら
は
異
論
が
出
ょ
う
。
し
か
し
、

入
五
九
年
に
い
た
る
ド
イ
ツ
労
働
者
の
状
態
の
発
展
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
聞
こ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と

l
l自
分
の
労
働
力
を
売
り
、
資
本

側
の
需
要
に
適
応
せ
、
ざ
る
を
え
な
い
賃
労
働
者
の
数
は
、

ド
イ
ツ
で
は
産
業
革
命
い
ら
い
絶
え
ず
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
賃
労
働
者
は
、
農
民

解
放
や
独
立
的
生
活
の
破
壊
や
婦
人
・
小
児
の
職
業
活
動
編
入
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
。

一
八
四

O
年
以
降
で
は
、
大
部
分
の
手
工
業
に
お
い
て

資
本
主
義
的
発
展
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
変
化
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ル
仙
の
過
程
で
最
大
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
乙
の
変
佑
は
、
と
り
わ
け
親

方
と
職
人
と
の
数
的
比
率
に
現
わ
れ
て
い
た
。
蛍
働
者
は
、
形
式
的

2
2
5色）

に
は
ツ
ン
フ
ト
の
拘
束
お
よ
び
保
障
の
う
ち
に
留
ま
っ
て

す
る
に
つ
れ
て
、

い
た
。
し
か
し
、
賃
蛍
働
者
と
し
て
の
職
人
の
事
実
的
地
位
（
E
O
皆
宮
山
師
岳
ゆ
虫
色
冨
ロ
肉
）
は
、
営
業
条
令
が
労
画
の
新
性
格
を
強
く
表
現

一
段
と
明
瞭
に
な
っ
て
い
っ
た
。
労
働
階
級
の
生
存
と
再
生
産
と
の
諸
条
件
は
、
社
会
の
経
済
的
社
会
的
構
造
が
変
化
し
、

一
八
五

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）



一
八
五

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

資
本
主
義
的
生
産
が
拡
大
す
る
の
に
比
例
し
て
、
悪
佑
す
る
。
蛍
働
者
の
状
態
を
規
定
す
る
決
定
的
要
因
た
る
蛍
画
時
間
と
実
質
賃
金
と
は
、

一
八
四

O
年
か
ら
一
八
五
九
年
に
い
た
る
期
聞
に
、
外
延
的
な
生
産
・
搾
取
方
法
の
旗
じ
る
し
の
も
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
労
働
時
間
の
延

長
。
は
、
四

0
年
代
と
五

0
年
代
と
に
お
い
て
、
単
に
程
度
の
差
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。

四
0
年
代
に
は
、
た
と
え
ば
「
青
い
月
曜
日
」

S
R

v
－mロ
ovh【。
ロ
同
制
世
間
刷

職
工
の
休
業
日
）
の
廃
止
、
日
曜
蛍
勘
の
導
入
な
ど
の
よ
う
に
、
労
働
週
間
が
延
長
さ
れ
る
。
五

0
年
代
に
は
、
休
憩
時

聞
の
短
縮
な
ど
に
よ
っ
て
労
勘
日
の
集
約
佑
が
お
乙
な
わ
れ
、
さ
ら
に
手
間
仕
事
や
夜
間
蛍
勘
で
労
働
時
聞
が
延
長
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
長
い

労
働
時
閣
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
肉
体
的
消
耗
と
精
神
的
鈍
佑
と
に
加
え
て
、
さ
ら
に
蛍
勘
階
級
の
生
計
の
悪
化
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
総
実

質
賃
金
は
一
八
四

O
年
か
ら
五
九
年
ま
で
に
‘
十
九
世
紀
初
期
の
幾
十
年
の
水
準
を
遥
か
に
下
廻
っ
て
い
る
。
労
画
階
級
の
生
活
、
そ
の
衣
服
・

住
居
・
家
族
な
ど
の
事
情
に
か
ん
す
る
同
時
代
の
報
告
は
、
四

0
年
代
に
比
し
て
五

0
年
代
に
い
か
な
る
向
上
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
物
語
つ

て
い
る
。
自
分
た
ち
の
手
で
社
会
の
富
ぞ
増
し
て
い
る
蛍
働
者
の
状
態
の
発
展
は
、
経
済
界
の
上
昇
運
動
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
l
の
利
潤
増
大
と

に
反
比
例
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
一
八
四

O
年
か
ら
五
九
年
ま
で
の
全
局
面
（
品
目
。
の

g
m
g
q
v
g
o）
を
考
察
す
る
と
、

一
八
四
八

l
l

四
九
年
の
革
命
期
は
、
労
働
者
の
労
働
・
生
活
関
係
の
発
展
に
お
い
て
は
、

一
つ
の
「
幕
開
劇
」
（

O
E
－－
N
羽目白

nvg白W
H
E
）
に
見
え
る
。
労

働
者
と
職
人
た
ち
が
革
命
の
あ
い
だ
に
お
乙
な
っ
た
闘
争
は
、
な
ん
ら
の
永
続
的
変
佑
を
も
強
取
（
O
R
d
『宮
moロ
）
す
る
と
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
に
た
い
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
l
の
裏
切
り
は
、
蛍
働
階
級
の
革
命
的
運
動
に
反
作
用
を
及
ぼ
さ
ず

に
は
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
条
件
の
も
と
で
、
ド
イ
ツ
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
に
よ
る
蛍
碕
者
の
政
治
的
経
済
的
向
上
は
妨
げ
ら
れ
、
ブ
ル

一
八
五

0
年
代
に
、
資
本
主
義
的
部
門
に
は
た
ら
く
労
骨
者
の
貧
困

佑
は
増
大
し
、
そ
う
し
た
部
円
以
外
の
広
汎
な
蛍
働
者
や
職
人
層
も
貧
困
佑
し
て
い
く
。
産
業
資
本
主
義
の
早
期
に
対
応
す
る
労
働
関
係
と
生

ジ
ョ
ワ
革
命
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
へ
の
生
長
は
不
可
能
と
な
っ
た
。

活
関
係
は
、
労
画
者
の
個
々
の
層
に
一
段
と
普
遍
化
し
、
均
質
化
し
て
い
く
。

こ
の
段
階
に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
、
労
働
者
は
全
く
決
定
的
に

（
自
問
仲
旦
】
＠
『
切
回
神
宮
町
山
色
。
ロ
vaH）
階
級
と
し
て
確
立
す
る

l
lと
ト
ッ
ト
は
言
う
。

24M



こ
の
よ
う
な
見
通
し
の
も
と
に
、
ト
ッ
ト
は
〕
八
五

0
年
代
に
お
け
る
当
局
の
弾
圧
、

ス
ト
ラ
イ
キ
、
労
働
者
組
織
を
検
討
し
て
い
る
。
乙

こ
で
本
稿
の
主
題
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
五

0
年
代
の
蛍
働
者
組
織
で
あ
り
、

ト
ッ
ト
は
そ
れ
を
マ
ル
ク
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
労
働
階
級
の

ト
ッ
ト
に
よ
る
と

l
l十
五
世
紀
い
ら
い
、
手
工
業
職
人
は
ツ
ン
フ
ト
や
イ
ヌ
ン
グ

（内出。

先
行
組
織
」
と
し
て
把
握
す
る
わ
け
で
あ
る
。

N
皆同町
Z
ロ国内同同局ロロ
HMmo凶
）
の
内
部
で
、
自
分
た
ち
自
身
の
団
体
を
所
有
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
団
体
は
、
職
人
の
身
分

2
2
の
0
8ロ
ω守

曲
宮
口
円
四
）
が
独
立
生
産
者
へ
の
過
渡
段
階
で
あ
っ
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、

一
種
の
利
益
代
表
機
関

（＠由民
O
H目安出円。由
mOHM40円HUH－
OCMDm）
の

使
命
を
果
た
し
て
い
た
。
し
か
し
、
封
建
的
経
済
構
成
（
丘
ω
皆
ロ
a
m－－o
当
時
円
宮
岳
民
宮
皆
同
gmwHZロ
）
の
解
体
、
お
よ
び
産
業
資
本
主
義
の

展
開
（
E
O
H
W口
氏
包
E
H
M
m
b
g
Z
E
H
2
ユO
M
S
1
Z
ロ
m
g
g）
に
つ
れ
て
、

こ
う
し
た
職
人
団
体

（E
O
問
。
与
O
B江
Oロ
OHH）
は
、
賃
封

働
者
の
利
益
代
表
機
関
に
課
さ
る
べ
き
要
請
に
応
じ
え
な
か
っ
た
。
労
働
者
階
級
が
自
分
た
ち
の
状
態
の
悪
佑
に
立
ち
む
か
う
闘
争
の
た
め
に

は
、
結
社
（
関
o
m
g
Z
5ロ
）
を
必
要
と
し
、

乙
の
結
社
は
、

賃
金
お
よ
び
労
働
条
件
の
問
題
に
つ
い
て
の
企
業
家
と
の
不
断
の
対
決
官
官
。

ω仲
間

H丘四
m
o
〉
g
m
o
g
m
g色
。
吋

mhwHNZ回
m
）、

災
厄
の
場
合
の
相
互
扶
助
、
お
よ
び
教
養
と
意
識
と
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
産
業

資
本
主
義
の
早
期
の
物
質
的
諸
条
件
か
ら
、
必
然
的
に
一
つ
の
労
働
組
合
的
活
動
官
官
o
m
o
d『
耳
冨
岳
民
忌
n
y
o
切
ぬ
け
部
長
官

E
m
努
点
は

小
林
）
が
発
展
し
た
1
！
と
ト
ッ
ト
は
書
い
て
い
る
。
（
註
完

こ
乙
で
ト
ッ
ト
が
「
封
建
的
経
済
構
成
の
解
体
お
よ
び
産
業
資
本
主
義
の
展
開
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
産
業
資
本
主
議
以

前
の
早
期
資
本
主
義
の
段
階
で
も
、
賃
労
働
者
の
発
生
と
と
も
に
、
旧
来
の
ツ
ン
フ
ト
制
の
ワ
ク
の
な
か
の
職
人
組
合
が
賃
労
働
者
の
利
益
代

表
機
関
と
し
て
の
課
題
を
果
た
し
え
な
い
面
が
出
て
き
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
女
は
本
書
で
は
「
産
業
資
本

主
義
の
展
開
」
以
降
に
お
い
て
の
み
、
「
先
行
組
織
」
の
「
労
勘
組
合
的
活
動
」
を
強
調
す
る
。
ト
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
「
形
式
上
は
、
労
働
者
お

よ
ぴ
職
人
の
団
結
は
部
分
的
に
職
人
組
合
の
よ
う
な
過
去
の
諸
組
織
か
ら
出
発
す
る
乙
と
が
で
き
た
。
内
容
的
に
は
、
そ
れ
ら
の
団
結
は
資
本

側
の
侵
害
に
た
い
す
る
労
働
者
の
抵
抗
の
中
心
に
ま
で
発
展
し
、
階
級
闘
争
の
前
形
式
に
、

『
先
行
組
織
』

に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
」

一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）



一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

二
四

（U
O『
司
OH18
ロ
s
v
w
oロロ
Z
ロ
内
訳
O
N
Z
8
5
5
0ロ由。
E
ロ
ω
問
。
仏
O円
〉
『
σ巴
件
。
吋
ロ
ロ
仏
の
g
o－－
g

Z
ロ
毛
色
白
OMW同M
O
M
－mmHHUMW昨日
0ロ
Oロ

弘司

J
S諸
問
ロ
m
o
p
v
o
F
J
1
0
2
品
目
。
の
g
a
zロ
σ円
足
。
自
の
伊
良
宮
口
語
－
R
o
p

N
g
N
g可
g
仏
g
d司
E
O
B
E
H
a
g
仏
R
K
F
H
σ
O
M
Z
E
g
m
0
m
g
c
Z話可
5
0
品
。
印
関
与
山
仲
間
Z
g
g
w
W
O
E
s
a
N
Z
〈
。
止
。
円
l

mw
ロ回同ロロ同】同
OHM－

z

z－2
日n
y
g
g
m曲件。ロ白山
o
a
n
v

目。
P
N
Z
Z
M
M吋
o
i
oロ臼

O『
m
E
M
Z
E
Zロ
目
立
品
。
印
刷
内
E
白血
Oロ
Has
－2
4
2
E
Oロ
・
）
こ
こ
で
も
ト
ッ
ト
は
形
式
と
内
容
の
両
面
か
ら
見
て
、

形
式
的
に
は
古
い
職
人
組
合
の
組
織
を
踏
襲
す
る
も
の
が
あ
っ
て
も
、
内
容
的
に
は
、

そ
の
組
織
が
す
で
に
変
質
し
て
い
る
こ
と
を
鋭
く
指
摘

す
る
。

§
e
u

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
い
か
な
る
組
織
が
存
在
し
た
か
。
ト
ッ
ト
は
、

合
的
団
結
お
よ
び
活
動
の
三
つ
の
種
類
」

一
入
四
八
年
の
革
命
前
す
で
に
、

「
労
働
者
お
よ
び
職
人
の
労
働
組

（含－
a
k
F
2
0国
側

04司
O己
目
。
町
民
g
n
z
oロ
N
g
m
g
g
o
D白
の
巴
ロ
目
的
。
凹
ロ
ロ
門
同
色
。
『
回
o
z
z
m
z口問

品。一吋〉『
σ
a
g吋
口
出
品
の
g
oロ
oロ
努
点
は
小
林
）
が
あ
っ
た
、
と
す
る
。
相
互
扶
助
基
金

（C
E
2白刊号
N
g
m曲目白白血
O）
、
労
働
者
数
養

協
会
（
〉
『
宮
山
件
。
吋
E
Eロロ閥的
40一
『
巴
ロ
）
お
よ
び
ス
ト
ラ
イ
キ
団
体
（
ω可
包
wwo巳
5
0ロ
）
が
ト
ッ
ト
の
言
う
三
つ
の
種
類
す
な
わ
ち
基
本
形

式
（
の
2
ロ
丘
O『
g
g
H）
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
労
働
運
動
の
こ
う
し
た
早
期
的
諸
形
式

（E
O由。同
Evyoロ
司
O吋
g
oロ
）
は
、

さ
し
あ
た
り
互
い

に
並
列
し
て
お
り
‘
ま
た
一
見
（
聞
の
げ
O
吉
σm弓
）
互
い
に
独
立
す
る
か
の
ご
と
く
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、

部
門
で
は
‘
労
働
組
合
的
活
動
の
「
或
る
組
織
的
統
合
へ
の
蔚
芽
」
（
〉
富
山
門
N
O
E
O－ロ
O円
。
『
m
m
E
S
Z
ユR
F
g
N
5
2ロ
5
8
p
g
E
M
m）

四
0
年
代
に
す
で
に
二
三
の
職
業

が
一
示
さ
れ
た
、

と
言
う
。

こ
こ
で
は
、

ト
ッ
ト
が
「
労
働
組
合
的
活
動
」
を
お
こ
な
っ
た
も
の
と
し
て
最
も
重
視
し
て
い
る
相
互
扶
助
基
金
に

つ
い
て
、

彼
女
の
所
説
を
か
え
り
み
よ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
1
1‘
相
互
扶
助
基
金
は
職
人
組
合

3
2色
g可
昆
号
R
E
R）
の
疾
病
・
死

亡
金
庫
（
開
店
ロ
日
向
。
ロ
1

Z
ロ
仏
吋
。
件
。
ロ
宮
内
凶
O
）
か
ら
発
展
し
た
。
ツ
ン
フ
ト
員
の
自
助
は
十
八
世
紀
の
末
い
ら
い
、

遍
歴
の
場
合
併
相
互
扶
助
を
包
括
し
て
い
た
。
資
本
主
義
的
発
展
が
ツ
ン
フ
ト
の
拘
束
と
保
障
と
を
解
体
言
せ
る
と
、

疾
病
・
死
亡
・
不
具
老
朽

（同ロ
4
m】山内同即応酬仲）・

こ

う
し
た
扶
助
活
動
が
一
段
と
重
要
性
を
増
し
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
職
人
組
合
を
弾
圧
し
よ
う
と
す
る
立
法
も
、
基
金
制
に
は
一
八
四

0
年
代



ま
で
手
を
つ
け
な
か
っ
た
。
こ
の
時
代
に
ツ
ン
フ
ト
職
人
の
新
ら
し
い
相
互
扶
助
団
体
（

d
E
2
a
5
2ロ
宮
司

R
aロ
）
が
数
多
く
発
生
し

た。

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
や
工
場
の
労
働
者
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
別
の
基
金
（
宮
司

R
E
W
Y
O
同

g
m
g）
を
組
織
し
た
。

こ
れ
ら
の
基

金
は
、
ひ
と
り
災
厄
の
場
合
の
自
助
の
重
要
手
段
た
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
し
ば
し
ば
親
方
・
工
場
主
・
当
局
に
た
い
す
る
労
働
者
の
経
済
的

利
益
を
代
表
し
た
。
相
互
扶
助
団
体
は
労
働
市
場
や
賃
金
政
策
に
た
い
す
る
影
響
力
を
か
ち
得
よ
う
と
努
め
た
し
、
さ
ら
に
遍
歴
基
金
ヨ
丘
四
l

－2
5印
E
m回
OD
（司
g
仏

O
E
D件。吋
m
g
N
g
m）

の
金
で
失
業
者
を
扶
助
し
、

一
部
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
し
て
い
る
人
々
を
助
け
た
。
こ
う
し
た

理
由
か
ら
、
基
金
の
独
立
を
め
ぐ
る
闘
争
が
労
働
階
級
に
よ
っ
て
極
め
て
烈
し
く
お
こ
な
わ
れ
た
。

マ
ル
ク
ス
の
い
う
「
先
行
組
織
」
の
う

ち
、
こ
の
形
式
の
も
の
が
一
八

O
O年
か
ら
一
八
四
七
年
ま
で
職
種
別
に
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
か
は
完
全
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
判
明
し
て
い
る

だ
け
で
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
、
と
ト
ッ
ト
は
統
計
を
あ
げ
る
。

印

刷

工
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三

O

葉
巻
労
働
者
・
・

八

キ
ャ
ラ
コ
捺
染
工
・
・

建

築

工
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一

O

木

工・・・

粗
毛
布
織
工
（
出
回
日

z
n
F
4
0
σ
o
z－
－

－

－

－

－

－

食
料
品
職
（
Z
巳同門ロロ閃由
5
5
0日問。君。号。）

五

磁
器
労
働
者
・
・
・
・
・
・
・
・
・

商
業
・
運
送
・
・
・
・
・
・

．．
 

四

そ

の

他
・
・

四

ト
ッ
ト
が
巻
末
に
つ
け
て
い
る
一
八
五

0
年
代
に
存
在
レ
た
ド
イ
ツ
蛍
働
者
団
体
の
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
私
が
種
類
別
に
数
を
あ
た
っ
て
み

ヲ
Q
井」、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

相
互
扶
助
基

金

五

ノ＼

遍
歴
扶
助
組
合
（

4
3邑
o
E
H
H
g
E
S
R
C
H
M
m
m
g
B
E）
・
・
一
四
一
一
（
う
ち
一

O
八
は
、
右
の
相
互
扶
助
基
金
を
組
織
し
て
い
る
人
々
と

同
じ
人
々
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
）

一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

五



一
八
五

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

一一六

労
働
者
教
養
協
メc,.
;zs; 

八
八
（
う
ち
三
ニ
は
、
右
の
相
互
扶
助
基
金
ま
た
は
遍
歴
扶
助
組
合
を
組

織
し
て
い
る
人
々
と
同
じ
人
々
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
）

右
の
う
ち
労
働
者
教
養
協
会
は
、
ト
ッ
ト
自
身
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
自
由
主
義
的
お
よ
び
保
守
的
ブ
ル

p
a
ワ
が
加
わ
っ
て
い
て
、
労

働
組
合
的
活
動
の
面
か
ら
は
比
較
的
に
重
要
性
が
少
な
い
。
た
だ
し
、

一
八
五
六
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
で
つ
く
ら
れ
た
唱

歌
会
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
」
（

ω官
官
4
2
0
回
目

Z
E

宮町内
w

国
防
足
場
。
円
】
円
。
件
。
B
Bロロ
2
5
5）
の
影
響
を
受
け
た
宗
教
的
社
会
主
語
の
教
説
を
も
っ
庭
師
職
人
（
の
宵

gqmovEO）
ヨ

l
ハ
ン

－
ヤ

l
コ
プ
・
ク
ッ
ト

G
o
F
E
g
』巴
8σ
関
口
仲
仲
）
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、

一
八
五
七
年
に
ス
ト
ラ
イ
キ
が
方
々
に
お
こ
る
と
、

マ
J
・ン

州
地
方
で
大
い
に
活
躍
し
た
、
と
ト
ッ
ト
は
言
う
。
し
か
し
、

乙
れ
は
教
養
協
会
と
し
て
は
例
外
的
寄
在
で
あ
る
乙
と
を
ト
ッ
ト
も
是
認
し
て

い
る

0
2
4
一
八
五

0
年
代
に
ト
ッ
ト
の
い
わ
ゆ
る

「
労
働
組
合
的
活
動
」
を
し
た
の
は
、

主
と
し
て
相
互
扶
助
基
金
お
よ
び
遍
歴
扶
助
組

合
で
あ
っ
た
。
ト
ッ
ト
の
非
常
な
努
力
を
も
の
が
た
る
巻
末
の
詳
細
な
リ
ス
ト
の
な
か
か
ら
、
サ
ン
プ
ル
的
に
、
ベ
ル
リ
ン
そ
の
ほ
か
五
都
市

に
お
け
る
相
互
扶
助
基
金
（
相
と
略
記
）
と
遍
歴
扶
助
団
体
（
遍
と
略
記
）
だ
け
を
抜
き
だ
し
て
そ
の
創
立
年
（
創
立
年
が
不
明
の
と
き
は
、

史
料
に
よ
っ
て
寄
在
の
明
ら
か
な
最
古
年
）
と
職
種
を
あ
げ
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

ベ

ル

リ

ン

市

創

立

年

組
織
の
種
類

職

種

一
七
三
二
二
八
五

O
春
在
確
認
）

本目

石
だ
た
み
工

（

ω
g
g
g
R
R）
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一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

馬
具
職
の
工
場
労
働
者

（

E
V一旦
w
R
Z
g
R）

鞍
ヱ
（
ω箆
己
申
吋
）
お
よ
び
馬
具
用
草
紐
職
人
（

E
o
g
R
m
g
o
－－E
）

（叶

znzg間口町冊『
mm回目ロ四回）

織

布

職

人

製

陶

職

人

葉

巻

労

働

者

錫

鋳

造

工

煙

突

掃

除

夫

針
工
（
Z
国内出伺司）

製

磁

労

働

者

兵

器

鍛

工

靴

下

製

造

工

石

鹸

製

造

工

屋
根
ふ
き
職
人

霊

製

造

工

製

櫛

造

（寸
α喝一同冊目『ぬ冊曲。ロ冊目）

（

N
日程
R
S
R
g冊目
8
5

（N
回目白問問。曲目帽『）

（ωnve円ロ即時
H
W

同ロ同叩』州市吋）

お
よ
び
筒
工
（
ω宮
古

S
同
nvo吋）

（
司
貨
同
時
ロ
回
目
回
『
宮
山
件
。
吋
）

（

N
E宮
島
S
白
色
申
）

（
ω可
回
同
国
国
民
主
『
W
R）

（ω曲目同町ロ田町四島田円）

（

U
R
V
H同時停

R
m
g
o
F
E）

（
忠
畠

n
w
g
g国円宮崎）

工

（
民
同
同
ロ
自
陣
内
陸
R
）

パ

ン

協

職

人

鋳
字
工
（
ω島
『

5
E
2
8『）

（岡田町宮骨『
m
a
m
－－g〉

金
製
品
工
場
の
労
働
者
（
旨
宮
宮
内
宏
司
の
0
5
4
『
世
話
回
岡
田
宮
邑
向
）

羅
紗
ケ
パ
切
工
（
斗
ロ
各
国

nzss

理

髪

職

製

帽

（切肱
nMg月時叩白骨口四回）

お
よ
び
彫
字
工
（
ω岳
民
窓
口
町
ロ
幅
広
角
）

人工

（国
E
B
R
Z吋）

二
七



II 
一
八
五

0
年
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ド
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労
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問
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下
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械
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わ
た
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キ
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ラ
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捺
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工

石
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八
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切
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冊
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σ回
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富
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自
由

W一
角
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お
よ
び
眼
鏡
工

3HMEWR）
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匂
曲
可
保

R
e
a
H
R吉
田
由
ロ
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工
場
労
働
者

（
司
副
ぴ
円
即
日
向
田
『

σ冊目件。吋）

（関

R
S
E
E
n
w
R）
お
よ
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造
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工
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吋
貧
富
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ω円
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目
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町
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－

q
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お
よ
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石
版
画
工
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ロ
岳
由
旬

S
Z
S）

マ
イ
ヤ
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工
場

葉
巻
選
別
工
（
陸
曹
司

g
g円
民
間
円
四
円
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お
よ
び
煙
草
捲
工
（
寸
曲

E
w
e
z
n
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（
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匂回－
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ボ
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製
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粗

パ

ン

焼
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一
八
五

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
『
一
の
問
題
（
下
）

相
・
遍

木
製
ス
リ
ッ
パ
工

波

止

場

人

足

錠

前
醸

造

職

人

ブ
ド

l
酒
橋
工

商

店

員

製

中国
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職

人

書
籍
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場
員

葉
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働

者

印

刷
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職

人
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製

造

工

橘

屋

職

人

葉

巻
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働

者
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問
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呂
田
口
仲
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宣
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国
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ω口
町
由
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由
民
仲
由
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工

（

ω
n
F
H
O凶
MW21）

（
切
吋
由
民
由
同
冊
目
畑
町
四
回
申
口
市
ロ
）

（
雲
市
山
ロ
W
由
民
叩
吋
）

（
回
目
白
色
－

g
m
a岳山
－

rp）

工

（
開
。
ロ
品
目
件
。
門
岡
町
四
回
一
－

p
w
p）

（
回

5
5
8
2
5
m師
ヨ
句
宮
町
回
目
再
開
門
）
（
一
一
基
金
結
成
）

工工

（
国
富
島
田

n
z
s
g国
各
局
）

（
ω口
F
U
R－巾
H
－
m帽
師
自
】
】
叩
ロ
）
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一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

。

II 

II 

「
北
ド
イ
ツ
労
働
者
同
腹
」

2
0
H
a
a
s
z
n
v
R
K官
官
5
3
R
a
n）

八

五

II 

印

刷

工

プ

レ

ス

ラ

ウ

市

八

五

O

相
・
遍

葉
巻
労
働
者

II 

相

印

刷

工

八．

五

（
最
古
年
）

（
最
古
年
）

II 

商

店

員

八

五

II 

石

だ

た

み

工

八

五

八

II 

仕

立

女

工

（

Z
昨
M
M
四
時
四
国
ロ
帽
語
）

ト
ッ
ト
は
こ
の
巻
末
の
リ
ス
ト
で
、
そ
の
組
織
が
単
に
そ
の
地
域
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ひ
ろ
く
他
地
域
と
も
連
絡
を
と
っ
て
活
動
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
‘
「
超
地
域
的
」

（5
0『
B
E
o
s
－H略
符
管
）
と
特
記
し
て
い
る
。
右
に
か
か
げ
た
私
の
抜
粋
り
ス
ト
で
、
ベ
ル
リ
ン

市
に
つ
い
て
は
、

一
八
四
八
年
創
立
の
回
刷
工
の
相
互
扶
助
基
金
、

一
八
五
二
年
の
葉
巻
労
働
者
の
相
・
遍
、

一
八
五
三
年
の
製
磁
労
働
者
の

相
・
遍
が
「
超
地
域
的
」
と
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の
－
－
も
の
で
は
、

一
八
五
三
年
（
最
古
年
）
の
葉
巻
労
働
者
の
相
・
遍
、

一
八
五
四

年
（
最
古
年
）
の
印
刷
工
お
よ
び
鋳
字
工
の
相
が
「
超
地
域
的
」
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
市
で
は
、

一
八
五
ニ
年
（
最
古
年
）
の
葉
巻
労
働

者
の
相
・
遍
、

一
八
五
三
年
の
印
刷
工
の
相
が
そ
う
で
あ
り
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
の
も
の
で
は
、

一
八

O
ニ
年
の
パ
ン
焼
職
人
の
相
を
除
く
他
の

三
つ
は
、

い
ず
れ
も
「
超
地
域
的
」
の
部
に
属
す
る
。
プ
レ

l
メ
ン
市
で
は
、

一
八
四
八
年
の
葉
巻
労
働
者
の
相
・
遍
、

一
八
五
一
年
の
印
刷

エ
の
相
・
遍
が
、
ま
た
プ
レ
ス
ラ
ウ
市
で
は
、

一
八
五

O
年
の
葉
巻
労
働
者
の
相
・
遍
、
同
年
の
印
刷
工
の
相
が
「
趨
地
域
的
」
と
さ
れ
る
。

ト
ッ
ト
は
従
来
の
職
種
別
組
織
研
究
（
た
と
え
ば
、

ア
ル
マ
ン
の
「
ド
イ
ツ
・
パ
ン
焼
工
お
よ
び
製
薬
工
運
動
史
」

一
九
一

O
年
刊
、
パ
ス
ナ

ー
の
「
ド
イ
ツ
鍛
冶
工
運
動
史
」

一
九
一
二
年
刊
な
ど
）
♀
る
も
利
用
し
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
、
乙
れ
ま
で
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
ザ
ク
セ
ン



内
務
省
文
書
の
警
察
が
わ
の
報
告
に
も
と
づ
く
部
分
が
光
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
新
研
究
に
よ
っ
て
、

一
人
五

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
者
組
織

が
、
乙
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
は
遥
か
に
活
発
に
動
い
た
面
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
点
は
、
ト
ッ
ト
の
大
き
な
功
績
で
あ
ろ
う
、
た
だ

し
、
ザ
ク
セ
ン
内
務
省
文
書
に
近
ず
き
え
な
い
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
せ
め
て
重
要
な
部
分
の
原
文
抜
粋
だ
け
で
も
、
も
っ
と
豊
富
に
巻
末
の

注
釈
と
し
て
付
け
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。

九

ト
ッ
ト
は
最
後
に
結
論
と
し
て
、
自
分
が
お
こ
な
っ
た
一
八
五

0
年
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
労
働
組
合
的
」
な
活
動
の
研
究
に
よ
っ
て
、

労
働
者
お
よ
び
職
人
た
ち
の
「
活
発
な
活
動
」
（
E
o
z
σ
F民
Z
K
F宮
町
広
忠
）
が
立
証
さ
れ
た
、
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
の
労
働
階
級

は
、
産
業
資
本
主
義
早
期
の
外
延
的
生
産
・
搾
取
方
法
か
ら
結
果
す
る
労
働
条
件
お
よ
び
生
活
条
件
の
悪
化
に
対
抗
す
る
必
要
よ
り
出
発
し

て
、
自
分
た
ち
の
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
利
益
を
代
表
す
る
た
め
の
諸
団
体
を
つ
く
っ
た
。

乙
の
運
動
は
、
も
と
も
と
単
に
窮
乏
と
貧
困
へ
の

反
抗
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

一
八
四

0
年
代
、
き
ら
に
五

0
年
代
に
は
一
段
と
つ
よ
く
、
相
互
扶
助
基
金
・
ス
ト
団
体
・
教
養
協
会
と
い
う
姿

で
一
つ
の
意
識
的
構
成
体
を
か
ち
得
た
。
こ
の
早
期
の
「
労
働
組
合
的
」
活
動
は
、
主
と
し
て
職
種
別

Q
R
E
W
V）
に
組
織
さ
れ
て
い
て
、

さ
し
あ
た
り
純
粋
に
地
域
的
（
『
O
E
oロ
巴
）
な
性
格
し
か
も
た
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
職
種
別
的
限
界
の
克
服
、
超
地
域
的
（
5
0吋
B
m
g
g】）

団
結
へ
の
発
展
、
そ
れ
に
と
も
な
う
互
い
に
連
繋
あ
る
階
級
運
動
へ
の
展
開
は
、
四

0
年
代
に
始
ま
り
、

一
八
四
八
年
に
は
中
央
佑
さ
れ
た
諸

団
体
と
し
て
実
現
し
た
。
こ
れ
が
ド
イ
ツ
労
働
運
動
の
早
期
的
頂
点
で
あ
る
が
、

乙
の
頂
点
は
と
り
わ
け
市
民
革
命
に
お
け
る
出
来
事
の
う
ち

に
、
す
で
に
解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
物
質
的
諸
条
件
か
ら
生
長
し
て
い
た
「
先
行
組
織
」
の
、
徐
々
に
前
進
す
る
発
展
行
程
は
、

単
に
一
時
的
に
中
断
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
（
ロ
O
H
m－－
B
出回－
R
E
F
E
m
o
r
E
Z昌弘
O
H
W
Z項目
n
E
Cロ
m白何回目
m
a
o吋
－

b
s
i
0
5
0吋
m
E岡

山
』

由回忌
Oロ曲倫
J
E
O
釦
ロ
白
色
O
H
M
g
E
O
ユozoロ
∞
E
E
m
z凶
moHH24q釦
nFmOHM
毒剤
W
H
o
p
d
g
E
O
ロロ円

4
0
5
σ
O吋
moFO口
弘
ロ
HMg号
『
0
・

一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
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労
働
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「
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下
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一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

n
v
o一
回
・
）
近
代
的
政
党
と
労
働
組
合
と
に
基
盤
を
用
意
し
う
る
た
め
に
は
、

さ
ら
に
一
八
五

0
年
代
に
お
け
る
「
労
働
組
合
的
」
活
動
の
量
的

発
展
の
時
代
を
必
要
と
し
た
。

こ
の
ド
イ
ツ
労
働
史
の
第
一
期
で
は
、
舞
台
の
前
面
に
出
た
の
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
う
ち
、
熟
練
労
働

者
と
し
て
手
工
業
お
よ
び
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
で
は
た
ら
い
て
い
た
諸
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
五

0
年
代
は
す
で
に
、
工
場
プ
ロ

レ
タ
リ
ア

l
ト
の
活
動
の
増
加
を
も
示
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
第
一
期
の
特
色
は
、
闘
争
の
主
内
容
が
労
働
者
お
よ
び
職
人
の
直
接
的
な
経
済

的
利
益
で
あ
っ
た
点
に
あ
る
。
「
労
働
組
合
の
仕
事
（
E
O
の
04司
q
w
R
Z
3
8吋
Z
Z）
の
重
点
は
、

相
互
扶
助
制
（
内
同
M
同
臼

d
ロ
件
。
『
悶
同
信
同
l

N
E
m
m
d『
0
8凶
）
お
よ
び
ス
ト
ラ
イ
キ
運
動
に
あ
っ
た
」
（
傍
点
は
小
林
）
『
｜
l
と
ト
ッ
ト
は
述
べ
て
い
る
on
泣
び
こ
こ
で
ト
ッ
ト
が
「
労
働
組
合

的
」
（
mod司
O
長
田
吾
川
広
巴
の
何
回
）
と
一
一
一
日
わ
ず
に
「
労
働
組
合
の
」

（の
0
4
8
H
W印
の
炉
問
同

Z
l）

と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
良
く
な
い
と

私
は
考
え
る
。
こ
の
ゲ
ヴ
ヱ
ル
ク
シ
ャ
フ
ツ
・
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う
表
現
は
、

こ
の
著
書
の
あ
ち
こ
ち
に
見
え
る
（
た
と
え
ば
八
七
、

八
八
、

一O
て

一
O
ニ
な
ど
の
諸
ぺ
！
と
。
し
か
し
、

一
八
五

0
年
代
の
労
働
者
組
織
が
「
労
働
組
合
」
で
は
な
く
「
労
働
階
級
の
先
行
組
織
」

「
労
働
組
合
的
活
動
」
で
あ
る
乙
と
は
、
こ
の
著
書
の
最
も
重
要
な
主
張
の
一

で
あ
り
、
そ
の
活
動
が
「
労
働
組
合
活
動
」
で
は
な
く
し
て
、

つ
で
は
な
い
か
。
そ
う
と
す
れ
ば
、

「
ゲ
ヴ
ェ
ル
ク
シ
ヤ
フ
ツ
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
は
、
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
ド
イ
ツ
労
働
運
動
第
一
期
の
特
色
は
、
ト
ッ
ト
に
よ
る
と
、
労
働
階
級
の
団
体
と
彼
ら
の
闘
争
が
全
く
法
的
基
礎
を
も
た
な
い
か
、

あ
る
い
は
極
め
て
わ
ず
か
し
か
そ
れ
を
も
た
な
か
っ
た
点
に
あ
る
。
む
し
ろ
活
動
は
、
法
律
お
よ
び
そ
の
実
際
的
適
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
異

常
に
困
難
佑
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
五

0
年
代
の
非
合
法
的
状
態
お
よ
び
押
圧
も
、

ド
イ
ツ
労
働
運
動
の
一
ー
い
っ
そ
う
の
発
展
」

（

a
o
d
2
5
8昆
4
1
0
E
S肉）

を
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
物
質
的
前
提
条
件
や
革
命
に
よ
っ
て
呼
び
さ
ま
さ
れ
た
自
覚
や
革
命

前
の
「
労
働
組
合
の
仕
事
」
（
の

042円
宮
岳
民
Z
2司
0
5
の
伝
統
は
、
五

0
年
代
に
も
労
働
者
や
職
人
の
社
会
的
闘
争
を
絶
え
ず
前
進
さ
せ

（4
0『
E
M
C－一色
σω
ロ
）
た
。

一
八
六

0
年
代
と
と
も
に
ド
イ
ツ
労
働
運
動
史
の
第
二
期
が
始
ま
る
と
、
こ
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
は
、
成
熟
せ
る

資
本
主
義
の
も
と
に
、
第
一
期
の
利
益
代
表
と
闘
争
と
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
、
さ
し
あ
た
り
ま
ず
全
ド
イ
ツ
労
働
者
同
盟
を
も
っ
て
、
や
が



て
確
立
さ
れ
た
諸
労
働
組
合
を
も
っ
て
（
B
広
皆
己
問
。
百

m
g討
の
0
4
3円
E
n伊
良
伴
者
埼
京
国

avgv、
さ
ら
に
社
会
民
主
労
働
者
党
を
も
っ

て
、
押
し
す
す
め
ら
れ
る
ー
ー
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
成
果
を
ひ
っ
さ
げ
て
、
ト
ッ
ト
は
ド
イ
ツ
労
働
運
動
の
発
生
史
に
た
い
す

る
従
来
の
通
説
を
決
定
的
に
批
判
し
う
る
、
と
す
る
。

（

包

）

一
八
五

0
年
代
を
「
鎮
静
一
期
お
よ
び
「
死
滅
「
期
（
＝
丸
山
口
0

2

5

丘

z
g
g
z
N
o
g
と
す
る
判
断
は
、
全
く
明
瞭
に
反
論

さ
れ
、
是
正
さ
れ
た
。

（

b
）
 

こ
れ
と
同
時
に
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
運
動
は
い
つ
始
ま
っ
た
か
、

一
般
的
社
会
史
の
い
か
な
る
時
期
に
ま
ず
登
場
す
る

か
、
と
い
う
問
題
も
答
え
ら
れ
る
。
こ
の
運
動
の
開
始
期
を
一
八
六

0
年
代
に
置
く
一
切
の
記
述
は
、
拒
否
さ
れ
る
。
乙
の
運
動
に
ハ
吋

キ
リ
と
「
近
代
的
」
（
5
0己
0
3）
と
か
「
包
括
的
1

一（ロ

E
E白血
O
H
邑
）
と
か
「
本
来
の
」

（0
日
開
。
昌
己
目
。
町
）
と
か
の
形
容
詞
を
つ
け
て

八
六

0
年
代
に
始
ま
る
と
言
い
、
単
に
補
足
的
に
一
八
四
八
年
の
革
命
以
前

（〈。『

g似
H
－N
）

お
よ
び
四
人
1
1
1
四
九
年
に
お
け
る
こ
の

運
動
の
先
駆
者
を
指
摘
す
る
場
合
に
も
、
判
断
の
誤
り
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
労
働
運
動
を
そ
の
中
期
的
成
熟
（

g
ロ2
0
3
河

a
p）
以
降

に
お
い
て
は
じ
め
て
適
合
的
（
吋
巴
0
4白
ロ
同
）
な
も
の
と
見
な
す
人
は
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
幾
十
年
か
の
運
動
と
の
連
関
を
正
当
に
認
識
す

る
こ
と
稀
れ
で
あ
ろ
う
。
早
期
ド
イ
ツ
産
業
資
本
主
義
に
お
け
る
、
と
り
わ
け
五

0
年
代
に
お
け
る
「
労
働
組
合
的
」
（
向
。
司
号
富
岳
民
？

ロn
F
）
活
動
の
内
容
と
意
義
と
に
つ
い
て
の
理
解
こ
そ
、
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
。

一
段
と
成
熟
し
た
運
動
は
、
先
行
組
織
か
ら
引
き
出

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

（匂問。吋
O
日同
O

B
一
切
0
4
司O
関
口
同

m
g
z白
曲
目
同
問
会
話
H
U
H－

oioc由
。
吋
相
官
民
間
mm巴
O
ロ曲

m
－um
a
a
Z同
調
。
昆
10国・）

（

C
）
 

ド
イ
ツ
で
は
政
党
が
労
働
組
合
的
活
動

2
s
m
o
d司
号
宮
島
民
E
n
r
o
吋
待
問

m
w
a
3
に
先
行
す
る
と
い
う
見
解
は
、
ド
イ
ツ

労
働
運
動
の
第
業
期
が
ラ
ッ
サ
l
ル
の
労
働
者
党
か
ら
始
め
ら
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
、
是
認
さ
れ
う
る
。
乙
の
見
解
は
、
そ
れ
が

と
の
よ
う
な
限
定
を
つ
け
ら
れ
ず
に
一
般
的
に
主
張
さ
れ
る
場
合
に
は
、
全
ド
イ
ツ
労
働
者
同
盟
が
四

0
年
代
お
よ
び
五

0
年
代
の
労
働

組
合
的
活
動
に
決
定
的
に
立
脚
し
え
た
と
い
う
事
実
を
見
落
し
て
い
る
。

一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）



一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

四

要
す
る
に
、
ド
イ
ツ
産
業
資
本
主
議
の
外
延
的
時
期
に
お
け
る
早
期
の
労
働
組
合
的
団
結
（
品
目
。
苛

S
g
m
o
d『
R
E岳
民
呂
n
v
g
Nロ1

B
E
g
g
R
V
E
m
B
傍
点
は
小
林
）
は
、
の
ち
の
労
働
組
合

2
Z
帥
旬
以

Z
Bロ
の

04『
母
国
内

R
F
M
5
0
5
の
果
た
し
た
一
連
の
使
命
を
果
た

し
て
お
り
、
同
時
に
ま
た
そ
れ
は
、
労
働
階
級
の
政
党
が
そ
乙
か
ら
出
て
く
る
と
こ
ろ
の
細
胞
で
も
あ
る
。
ド
イ
ツ
労
働
運
動
の
早
期
が
他
の

国
々
の
運
動
と
異
っ
て
い
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
ド
イ
ツ
の
資
本
主
義
的
経
済
お
よ
び
社
会
が
そ
の
開
始
段
階
に
お
い
て
他
の
国
々
の
資
本
主
義

と
異
っ
て
い
る
の
と
同
じ
く
、
単
に
程
度
の
差
に
す
ぎ
な
い
。
と
り
わ
け
共
産
党
宣
言
の
な
か
で
す
で
に
提
示
さ
れ
た
一
般
的
運
動
法
則
は
、

ド
イ
ツ
労
働
運
動
の
発
展
行
程
に
も
当
て
は
ま
る
l
！
と
ト
ッ
ト
は
結
ん
で
い
る
。
在
日
）

十

以
上
、
ト
ッ
ト
の
見
解
を
か
え
り
み
た
の
で
あ
る
が
、
彼
女
の
結
論
の
ハ

a
）
に
つ
い
て
は
、
異
論
の
余
地
は
あ
る
ま
い
。

一
八
五

0
年
代

を
労
働
運
動
の
「
鎮
静
期
」
と
す
る
従
来
の
通
説
は
、
ト
ッ
ト
の
実
証
的
研
究
に
よ
っ
て
見
事
に
く
つ
が
え
さ
れ
た
。
彼
女
が
こ
れ
ま
で
利
用

き
れ
な
か
っ
た
ザ
ク
セ
ン
内
務
省
文
書
、
プ
ロ
イ
セ
ン
通
商
省
文
書
な
ど
を
縦
横
に
駆
使
し
て
、
と
り
わ
け
一
入
五

0
年
代
の
ス
ト
ラ
イ
キ
運

動
そ
の
他
の
動
き
を
明
ら
か
に
し
た
功
績
は
、
ド
イ
ツ
初
期
労
働
運
動
史
の
研
究
に
エ
ポ
ッ
ク
を
画
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
（
b
〉

に
つ
い

て
も
、

ド
イ
ツ
初
期
労
働
運
動
を
産
業
資
本
主
義
と
関
連
さ
せ
て
理
論
的
に
位
置
づ
け
た
功
績
は
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
も
ち
ろ

ん
。
彼
女
の
論
述
の
乙
ま
か
な
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
異
論
の
余
地
の
あ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

一
人
五

0
年
代
ま
で

の
労
働
者
組
織
を
「
先
行
組
織
」
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
、
ト
ッ
ト
の
す
ぐ
れ
た
着
眼
で
あ
る
。

最
後
に
ハ
C
）
で
ト
ッ
ト
が
反
論
し
て
い
る
の
は
、
ド
イ
ツ
の
労
働
運
動
が
ラ
ッ
サ
l
ル
か
ら
始
ま
る
と
す
る
見
解
に
た
い
し
て
で
あ
る
。

ラ
ッ
サ
l
ル
の
組
織
し
た
全
ド
イ
ツ
労
働
者
同
盟
を
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
初
の
労
働
者
政
党
と
す
る
前
提
の
も
と
に
、

「
ド
イ
ツ
で
は
労
働
者

政
党
が
労
働
組
合
的
活
動
に
先
行
す
る
」
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
、

乙
の
金
ド
イ
ツ
労
働
者
同
盟
そ
の
も
の
が
四

O
年



代
お
よ
び
五

0
年
代
の
「
労
働
組
合
的
」
活
動
の
基
盤
の
上
に
は
じ
め
て
可
能
で
ゐ
っ
た
事
実
を
忘
れ
て
い
る
、
と
ト
ッ
ト
は
強
調
す
る
の
で

そ
の
あ
と
で
彼
女
が
「
ド
イ
ツ
産
業
資
本
主
義
の
外

延
的
時
期
に
お
け
る
労
働
組
合
的
団
結
は
、
の
ち
の
労
働
組
合
の
果
た
し
た
一
連
の
使
命
を
果
た
し
て
お
り
、
同
時
に
ま
た
そ
れ
は
、
労
働
階

級
の
政
党
が
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
と
こ
ろ
の
細
胞
で
も
あ
る
」

あ
る
。

そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
（

C
）
 

の
ト
ッ
ト
の
主
張
は
正
当
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

（
芳
点
は
小
林
）
と
言
う
場
合
、
ト
ッ
ト
は
、
本
稿
（
上
）
の
初
め
に
私
が
述

べ
た
よ
う
な
、
労
働
者
階
級
の
党
と
組
合
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
言
葉
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
い
う
可
能
性
が
皆
無
と
は
言

え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
万
一
そ
う
と
す
れ
ば
、
乙
れ
に
つ
い
て
は
異
論
の
余
地
が
あ
る
。

ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ヴ
イ
ン
ク
ラ
1
3
2
E
E
項
目
白
E
O『）

は
、
ヵ
l
ル
・
オ
ー
バ
ー
マ
シ
の
「
一
八
四
八
年
の
革
命
に
お
け
る
ド
イ
ツ
労

働
者
」
（
一
九
五
三
年
改
訂
第
二
版
）

へ
の
書
評
で
、

こ
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
所
説
に
言
及
し
て
、
次
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｜
｜
ド
イ
ツ

お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
般
に
お
い
て
労
働
者
階
級
の
党
は
労
働
組
合
か
ら
出
て
き
た
宮
口
白
色
。
討
の
O
調
。
ュ

a岳
民
宮
国
営
ミ
ミ
均
芯
－
a
p
m
s

白
川
民
イ
タ
リ
ッ
ク
原
文
の
ま
ま
）
と
い
う
ス
タ
ー
リ
ン
の
一
言
葉
の
引
用
を
、
現
実
と
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
詰
み
が
す
で
に
時
々
企
て
ら
れ

た
。
そ
れ
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
レ

l
ニ
ン
が
「
な
る
ほ
ど
小
さ
く
は
あ
る
が
、
し
か
し
真
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
な
党
」
と
時
ん

で
い
る
「
共
産
主
義
者
同
盟
」

p
h
z異
同
宏
司
問
。
5
5
5
H佐
官
民
主
）
が
労
働
組
合
運
動
（
E
O
の
04司
O己
怖
い
呂
町
民
Z
σ
0
4『
omgHHm）
か
ら
出

て
き
た
と
い
う
証
拠
は
、
た
と
え
い
か
に
僅
か
な
も
の
で
も
、
な
に
一
つ
存
在
し
な
い
。
（
問
。
阿
国

OHロNHmo吋
w
場
。
ロ
ロ

出
回
の
げ
ロ

ony

由。

内田口吋］『巴旬。『

回

o
d
q
o
U
H目。関門

4
O
F
－
－
－
－
－
・
）
ま
た
こ
の
主
張
は
、

一
八
六
九
年
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
ハ
で
創
立
さ
れ
た

「
社
会
民
主
労
働
者
党
」

（＝ω
。NE
E
O
B
o
w
E
Z
R
Z
k
F
円
σ
O
M
g
弓
m
z
o
F
E）
に
も
適
合
し
な
い
。

こ
れ
ら
の
同
盟
や
覚
の
先
駆
た
る
労
働
者
教
養
協
会
や
民
衆
協
会

を
労
働
組
合
と
見
な
す
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
（
ω任
者
。
円
z
n
r
d
z
a
s
E
M
m
g
E
Bロ
〈
2
5民
o
g
w
色白出
K
F
円－
MO－－打。円
E
－ー

円山口出向白司
O円
巳
ロ
oロ
ロ
ロ
仏
門
同
OHM
〈。日付白
40『
OHロ巾
HMW
の
04司ぬ『】
a
n
F
t
Z
H
H
g
m
n
r
oロ】円。
EHOMM・
）
最
後
に
、

「
ド
イ
ツ
共
産
党
」

P
K
O
S
B
Z邑
田
仲
間
宮
町
内
W
H
M
R一

g
山
口
o
E
R
E
E
M円四回
Z
）
が
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
左
翼
か
ら
出
て
き
た
乙
と
は
、
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
オ

一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

五



－
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

三
六

ー
パ

l
マ
ン
は
上
記
ス
タ
ー
リ
ン
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
次
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
い
わ
く
「
し
か
し
労
働
者
大
衆
は
工
業
協
会
や
手
工

業
協
会
（
品
目
。
営
者
。
号
？

g
仏
国
自
色
調
。
円
寄
R
O
E
O）
の
労
働
組
合
的
諸
要
求
（
島
問
。
習
場
－

R
E
n伊
良
g
n
v
g
g
a
o
B
u
m
g）
を

支
持
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ド
イ
ツ
で
は
労
働
組
合
は
党
よ
り
前
に
発
住
し
た
っ
こ
四
ぺ

l
u
）」

と
。
私
（
ヴ
イ
ン
ク
ラ
l
）
の
見
解
に

働
者
諸
組
織
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
と
い
う
事
情
か
ら
し
て
、

よ
れ
ば
、
も
し
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
が
と
り
わ
け
、
あ
の
「
労
働
者
友
好
協
会
」
（
＝
〉
号

a
Z
2
0号
s
e
E
H
M
m＝
）
の
な
か
に
結
合
さ
れ
た
労

と
れ
ら
の
組
織
が
労
働
組
合
組
織
（
の

04『
2
w
R
v
m神宮
O蒜
ω邑
自
民
OSHH）

で
あ
っ
た
と
結
論
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
ら
の
組
織
の
も
つ
特
殊
の
性
格
は
隠
蔽
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
な
か
ん
ず
く
印
刷
工
と
煙
草
労

働
者
は
明
ら
か
に
労
働
組
合
を
結
成
し
た
。
し
か
し
、

一
八
四
八
年
に
設
立
さ
れ
た
労
働
者
諸
団
体
の
性
格
に
か
ん
す
る
問
題
は
さ
し
あ
た
り

未
決
定
の
ま
ま
と
し
て
も
、

一
つ
の
乙
と
だ
け
は
確
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
結
成
さ
れ
る
「
社
会
民
主
労
働
者
党
」
は
そ
の
起
原
と
伝
統

（庄司

m
E
C『曲宮・
5
M
m
E昆
庄
司
O
吋
『
釦
仏
広
吉
田
）
を
、

こ
れ
ら
の
労
働
者
団
体
に
で
は
な
く
、

マ
ル
ク
ス
お
よ
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
、
「
共
産
主

義
者
同
盟
」
に
、

マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
「
国
際
労
働
者
協
会
」

（＝同ロ件。吋

MMMW昨日。口問】
O
〉吋－

u
a
g吋
mmmONU仲間
Oロ
E
）

に
負
う

て
い
る
、
と
い
う
一
事
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
革
命
的
な
諸
伝
統
乙
そ
、
党
の
創
立
へ
と
み
ち
ぴ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
伝
統
が
ほ
と

EH片
倉
g
a
S
8
8
4巳
己
目
。
ロ
似
吋
＠
凶
寸

E
島
1

20Mop
丘
O
N
a円の円ロロ内凶

d

何回

m
a
o司
司
2
・
富
山
富
町
司

H
O
P
E白
骨

Nd司
m
E四回側一
EVBmMM陣件。吋羽目－
oa耳
目

ovoHHE何
回
ロ
島
羽
目
時
】
内
曲
目
白

ん
ど
ニ

O
年
後
ふ
た
た
び
生
気
を
得
て
モ
ノ
を
い
う
よ
う
に
な
る
基
盤

2
2
g
e
p

4
2
a
o
p
－
－
・
・
）
は
、
労
働
組
合
か
ら
で
は
な
く
、
教
養
協
会
や
民
衆
協
会
か
ら
成
っ
て
い
た
。

そ
れ
ら
の
協
会
の
内
部
で
労
働
者
た
ち
が

小
市
民
的
な
影
響
か
ら
脱
却
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
お
よ
び
組
織
的
な
独
立
へ
と
発
展
し
た
と
乙
ろ
の
、
そ
う
い
う
協
会
か
ら
成
っ
て
い
た
の

だ
！
！
と
ヴ
イ
ン
ク
ラ
l
は
説
い
て
い
る
。
量
己
乙
乙
で
ヴ
イ
ン
ク
ラ
ー
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
労
働
者
階
級
の
覚
は
労

働
組
合
か
ら
出
て
き
た
と
い
う
ス
タ
ー
リ
ン
の
言
葉
は
歴
史
事
実
に
反
す
る
、
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
と
の
点
、
私
は
ヴ
イ
ン
ク
ラ
l
の
主
張

が
正
し
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
初
め
に
断
っ
た
よ
う
に
、

こ
の
問
題
も
本
稿
の
主
題
の
範
囲
外
に
属
す
る
の
で
、

乙
乙
で
は
立
入
ら
な
い
こ



と
に
す
る
。
た
だ
し
、
ト
ッ
ト
は
先
に
見
た
よ
う
に
、
彼
女
の
結
論
の
（
C
）
で
、

一
般
論
的
に
労
働
者
階
級
の
党
と
組
合
と
の
関
係
に
つ
い

て
積
極
的
な
立
一
一
白
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
消
極
的
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
労
働
者
政
党
が
「
労
働
組
合
的
」
活
動
に
先
行
す
る
と
い
う
立

言
に
反
対
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ト
ッ
ト
は
、

（

C
）
 

に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
ヴ
イ
ン
ク
ラ
l
の
オ
ー
バ
ー
マ
ン
批
判
か
ら
は

影
響
を
受
け
な
い
。

ト
ッ
ト
の
よ
う
に
一
八
五

0
年
代
の
労
働
者
組
織
を
「
先
行
組
織
」
と
見
な
し
、
そ
の
活
動
を
「
労
働
組
合
的
」
と
規
定
す
る
乙
と
は
妥
当

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

ワ
ル
ン
ケ
の
よ
v
つ
に
、

こ
の
時
期
の
運
動
を
ハ
ッ
キ
リ
と

「
労
働
組
合
運
動
」

304『
耳
宮
島
民

zgl

当－

omz口
問
）
と
時
ぶ
こ
と
は
、
許
さ
れ
ま
い
。
も
ち
ろ
ん
ワ
ル
ン
ケ
は
ト
ッ
ト
の
研
究
に
も
と

P

つ
い
て
い
る
の
で
、

E
o
m
o君
。
『

W
R甘
え
巴
ケ

nvo回
。
円
ぬ
一
目
岡
山
g
巴
O
H
H
O
H
H

と
か
門
凶
O
円
m
o
d
g己
協
の
町
民
邑
S

O

N

ロ印凶
5
5
0ロ曲。
E
Z白
白
と
い
う
よ
う
な
衣
現
も
使
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

ト
ッ
ト
の
主
張
の
キ

1
・
ポ
イ
ン
ト
を
な
す
「
先
行
組
織
」
の
理
論
を
抜
き
に
し
て
い
る
た
め
、
ワ
ル
ン
ケ
の
「
労
働
組
合
運
動
」
と
い
う
表

現
が
不
当
な
重
み
を
も
っ
て
く
る
。

こ
こ
に
ワ
ル
ン
ケ
の
重
大
な
誤
り
が
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

ト
ッ
ト
が
マ
ル
ク
ス
の
「
先
行
組
織
」
に
も
と
づ
い
て
、
ド
イ
ツ
産
業
資
本
主
義
第
一
期
の
労
働
者
組
織
の
位
置
を
明
快
に
理
論
づ
け
た
功

績
は
大
き
い
。
し
か
し
、
彼
女
は
あ
ま
り
に
も
自
分
の
理
論
を
強
調
し
、
そ
れ
を
立
証
す
る
乙
と
に
急
で
、
こ
の
期
の
「
労
働
組
合
的
」
組
織

の
積
極
面
に
目
を
う
ば
わ
れ
、
そ
の
消
極
面
、
す
な
わ
ち
組
織
に
属
す
る
人
々
の
多
く
に
根
づ
よ
く
残
在
し
た
ツ
ン
フ
ト
意
識
の
面
を
忘
れ
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
労
働
者
お
よ
び
職
人
た
ち
の
経
済
闘
争
の
う
ち
に
第
二
期
の
活
動
の
蘭
芽
形
態
が
含
ま
れ
て
い
た
乙
と
は
事
実
で

あ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
先
駆
的
な
面
の
み
を
強
調
し
す
ぎ
て
は
い
な
い
か
。
確
か
に
職
人
組
合
は
、
十
九
世
紀
の
前
半
に
大
き
く
変
質
し
て
い

ょ
う
。
乙
の
こ
と
を
形
式
と
内
容
と
の
ニ
面
か
ら
論
じ
た
ト
ッ
ト
の
分
析
の
切
れ
味
は
見
事
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
五

0
年
代
の
「
労
働
組
合

的
」
活
動
は
、
ト
ッ
ト
の
い
う
ほ
ど
六

0
年
代
の
運
動
に
直
接
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
そ
れ
ほ
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
た
ら
、

ぺ
l
ベ
ル
が
そ
の
自
叙
伝
で
述
ぺ
て
い
る
よ
う
な
状
態
は
、

い
か
に
説
明
さ
る
べ
‘
き
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
べ

l
ベ
ル
は
ド
イ
ツ

一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

七



↓
八
五
G
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

I¥ 

近
代
産
業
佑
の
先
進
地
の
一
つ
で
あ
る
ザ
ク
セ
ン
に
お
い
で
す
ら
、
職
人
や
徒
弟
の
大
多
数
は
ま
だ
、
い
つ
か
は
自
分
た
ち
も
親
方
に
な
れ
る

と
い
う
確
信
を
い
だ
い
て
い
た
、
と
書
い
て
い
る
。
と
り
わ
け
一
へ
六

0
年
代
の
は
じ
め
に
は
、
ザ
ク
セ
ン
そ
の
他
の
諸
邦
に
も
営
業
自
由
の

原
則
が
導
入
さ
れ
た
の
で
、
い
っ
そ
う
こ
の
信
念
が
強
か
っ
た
、
と
も
述
べ
て
い
る
。
乙
の
原
則
の
導
入
は
、
ト
ッ
ト
が
説
い
て
い
る
よ
う
な

面
と
ち
が
っ
た
面
の
影
響
を
も
及
ぼ
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
べ

l
ベ
ル
に
よ
れ
ば
｜
｜
一
八
六

0
年
代
に
入
つ
で
も
、
労
働
者
の
政
治
的
教

養
は
非
常
に
乏
し
か
っ
た
。
彼
ら
は
一
八
五

0
年
代
す
な
わ
ち
最
も
暗
い
反
動
の
諸
年
に
生
長
し
、
乙
の
諸
年
に
は
一
切
の
政
治
的
生
活
が
生

気
を
失
っ
て
い
た
の
で
、
彼
ら
は
政
治
的
に
活
動
す
る
い
か
な
る
機
会
も
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
社
会
主
義
と
共
産
主
義
は
、
当
時
の
わ
れ
わ

れ
若
者
に
は
全
く
未
知
の
概
念
で
み
の
り
、
い
わ
ゆ
る
ボ
ヘ
ミ
ア
の
村
々
だ
っ
た
。
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
グ
的
共
産
主
義
に
属
し
て
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
グ

の
著
書
を
読
ん
で
い
た
孤
立
的
人
物
も
い
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
例
外
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
共
産
党
宣
言
を
知
っ
て
い
て
、
革
命
時
代
の
ラ

イ
ン
州
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
お
よ
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
活
動
に
つ
い
て
何
か
知
っ
て
い
る
労
働
者
が
あ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
を
、
私
は
当
時
ラ
イ

プ
チ
ッ
ヒ
で
全
く
耳
に
し
た
こ
と
が
な
い
。
以
上
の
す
べ
て
か
ら
判
明
す
る
ζ

と
は
、
そ
の
こ
ろ
労
働
者
層
は
、
階
級
的
関
心
を
も
た
ぬ
よ
う

な
、
ま
た
社
会
問
題
の
存
在
を
知
り
も
せ
ぬ
よ
う
な
立
場
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
乙
と
だ
｜
ー
と
ぺ
l
ベ
ル
は
言
う
。
な
る
ほ
ど
、
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
ジ
l
の
進
歩
的
分
子
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
教
養
協
会
に
労
働
者
層
が
集
っ
て
き
て
超
満
員
に
な
る
と
い
う
盛
況
は
、
ト
ッ
ト
が
指
摘
し
た

よ
う
に
、
産
業
資
本
主
義
第
一
期
を
経
て
第
二
期
に
入
っ
た
労
働
者
の
状
態
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
第
二
期
に
お
け
る
労
働
運
動
の
高
揚

は
、
第
一
期
に
お
け
る
先
行
組
織
の
「
労
働
組
合
的
」
活
動
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
正
し
く
理
解
さ
れ
る
と
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
ト
ッ
ト
の
よ
う
に
五

0
年
代
の
積
極
面
の
み
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
反
動
の
十
年
間
が
ド
イ
ツ
労
働
運
動
に
与
え
た
傷
の
深
さ
を
忘

れ
る
お
そ
れ
な
し
と
し
な
い
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
五

0
年
代
の
労
働
者
組
織
の
変
質
の
み
が
過
度
に
力
説
さ
れ
て
、

け
相
互
扶
助
基
金
に
根
づ
よ
く
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
ツ
ン
フ
ト
遺
制
の
消
極
面
が
強
引
に
消
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
組
織
、
と
り
わ

も
ち
ろ
ん
、
先
に
あ
げ
た
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ

l
の
「
ブ
レ

l
メ
ン
に
お
け
る
労
働
運
動
の
端
緒
と
発
展
、
一
の
よ
う
に
、

「
革
命
の
諸
年
の
労
働
運



動
は
、
ブ
レ

l
メ
ン
で
は
ド
イ
ツ
の
他
地
方
に
お
け
る
と
全
く
同
様
に
、
い
か
な
る
作
用
を
も
後
に
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
一
八
五
二

年
い
ら
い
、
も
は
や
い
か
な
る
労
働
運
動
も
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
西
ド
イ
ツ
の
歴
史
家
的
断
定
の
誤
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

ぅ
。
乙
の
書
の
出
版
は
一
九
五
三
年
で
あ
り
、
ト
ッ
ト
の
労
作
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
三
年
前
の
一
九
五

O
年
で
あ
る
。
ト
ッ
ト
の
研
究

を
虚
心
坦
懐
に
読
め
ば
、
少
な
く
と
も
彼
女
の
主
要
論
点
の
正
当
性
は
、
な
に
び
と
も
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
ト
ッ
ト
は
ザ
ク

セ
ン
内
務
省
文
書
に
よ
っ
て
一
八
五
四
年
に
ハ
ノ

l
ヴ
ァ
！
と
ブ
レ

l
メ
ン
で

「
他
邦
左
官
職
人
の

A
E

翌
年
ブ
レ

l
メ
ン
で
は
裁
判
が
聞
か
れ
て
ニ

O
人
の
職
人
が
禁
鋼
一
年
以

（＝の＠目。ロ由。何回向片付

同
円
。
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冨回口同
10円
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oロ
＝
）
の
秘
密
組
織
が
警
察
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、

下
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
（
註
U
M

ま
た
ト
ッ
ト
が
巻
末
に
か
か
げ
た
一
八
五

0
年
代
の
地
域
別
の
労
働
者
組
織
の
リ

ス
ト
に
よ
っ
て
も
、
先
に
記
し
た
相
互
扶
助
基
金
の
ほ
か
に
、
ブ
レ

l
メ
ン
市
に
は
一
八
五
二
年
以
降
に
次
ぎ
の
よ
う
な
団
体
が
存
在
す
る
。
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右
の
よ
う
な
組
織
が
存
在
す
る
か
ら
に
は
、
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ

l
の
誤
り
は
弁
護
の
余
地
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ

l
が
「
大
衆

は
自
分
た
ち
が
一
つ
の
強
い
統
一
的
勢
力
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
完
全
に
欠
い
で
い
た
」
と
言
う
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
五

0
年
代
の

労
働
者
大
衆
の
う
ち
に
存
在
す
る
消
極
的
な
面
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
が
先
に
三
八
六

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
組
合

一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
）

九



と
ツ
ン
フ
ト
遺
制
」
で
述
べ
た
と
こ
ろ
は
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八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
（
下
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ト
ッ
ト
の
理
論
に
よ
っ
て
修
正
す
べ
き
部
分
も
少
な
く
な
い
が
、
し
か
し
熟
練
労
働
者
に
ツ
ン
フ

ト
的
意
識
が
根
づ
よ
く
残
存
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
六

0
年
代
以
降
に
お
け
る
新
ら
し
い
労
働
組
合
運
動
の
指

導
的
人
々
が
あ
れ
ほ
ど
骨
を
折
ら
な
く
て
も
済
ん
だ
は
ず
だ
か
ら
。
ト
ッ
ト
の
主
張
が
あ
ま
り
に
も
理
論
的
に
割
切
り
す
ぎ
て
、
現
実
の
労
働

者
大
衆
の
意
識
を
積
極
的
な
面
だ
け
に
し
ぼ
っ
て
見
て
い
る
嫌
い
の
あ
る
こ
と
だ
け
は
、

こ
こ
で
く
り
返
し
強
調
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
ト

ッ
ト
が
主
と
し
て
利
用
し
た
ザ
ク
セ
ン
内
務
省
文
書
は
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現
在
、
東
ド
イ
ツ
で
部
分
的
に
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
五
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年
代
の
労
働
者
の
状
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関
す
る
も
の
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行
さ
れ
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し
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や
ま
な
い
。
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